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令和４年度事業報告 
 

 日本では、令和２年１１月から始まった新型コロナウイルスの感染は、令和５年３月には

収束に向かっていますが、ウクライナ紛争に伴う食料品や燃料の高騰は継続しており、国民

の生活に大きな負担となっています。 

 このような状況の中、本会では、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域福

祉の中心的な役割と使命を認識しながら各事業を推進してまいりました。 

 昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響により、収入が減少した世帯については、

生活福祉資金の貸し付けやフードバンクでの食料提供を行ない、生活が維持できるように支

援しました。償還が始まっている世帯については、生活状況を確認しながら、計画どおり償

還できるように指導しました。 

 令和 2年度に策定した「第３期新庄市地域福祉計画・第４期地域福祉活動計画」について

は、検討委員会や推進委員会を開催し、取り組み状況の確認や評価、見直しを行ないました。 

 ボランティア推進事業では、昨年８月に置賜地方で豪雨災害に見舞われた川西町に職員を

派遣し、県社協や他市町村社協と連携を図り、災害ボランティアセンターの運営を支援しま

した。また、市福祉バスを活用して川西町に災害ボランティアの派遣も行ないました。 

放課後児童クラブについては、４ヵ所の放課後児童クラブに１名ずつ常勤職員を増員し、

子どもたちが安心して生活できるよう組織体制を強化しましたが、年休対応職員が不足して

いるため、事務局職員やシルバー人材センター会員で業務を補助しました。また、特別な支

援が必要な児童が増えていることから、職員の資質向上のために研修会を実施しました。 

もみの木介護支援事業所では、介護を必要としている方やその家族の相談に応じ、身体の

状況に応じて最適な介護サービスが受けられるように、要介護認定のための調査、ケア

プランの作成、各介護保険サービス事業者との連絡調整等を行ないました。 

 もみの木訪問介護事業所では、高齢者や障がい児者が可能な限り自宅で自立した日常生活

を送ることができるように、掃除や調理等の生活援助や排泄、入浴等の身体介護を実施しま

した。昨年同様、介護員の人材不足が大きな課題となっており、訪問介護員については、時

給制臨時職員の雇用年齢を７０歳から７５歳まで延長し、体制の見直しを行ないました。 

 また、福祉有償運送サービス事業については、利用者が増えており、事務局と連携し事業

の充実を図ることができました。 

地域包括支援センターでは、高齢者等に関するあらゆる相談を受け止め、課題解決に向け

た助言や適切なサービスに繋げる支援を行ないました。複合的な課題を抱えた支援困難事例

に対しては、行政や医療機関、民生委員等と随時協議しながら専門的な支援を実施しました。

各関係機関との連絡会議や研修会を通して顔の見える関係づくりを常に意識して取り組ん

でいるため、相談支援時の連携が円滑に図られています。コロナ禍ではありましたが、例年

通り地域ケア会議や研修会、新たな通いの場の取り組みとしてのオレンジ市場（体操、認知

症カフェ、障がい者物品販売）を開催することができました。 

最後になりましたが、新庄市民文化会館を会場として行われた「第７２回山形県民福祉大

会」をはじめ、各種事業にご支援ご協力をいただきました関係各位に感謝申し上げ、令和４

年度主要事業につきまして、次のとおりご報告いたします。 
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【法人・地域福祉事業】 

１．役員会等運営事業  

（１）理事会の開催 

◇第１回理事会           令和４年 ６月 ６日（月） 出席理事１２名 

                            出席監事 ２名 

 

◇第２回理事会           令和５年 ３月２０日（月） 出席理事１２名 

出席監事 ２名 

    

 

 （２）評議員会の開催 

   ◇第１回評議員会         令和４年 ６月２７日（月）  出席評議員２３名 

                               出席監事   ２名 

      

   ◇第２回評議員会         令和５年 ３月２９日（水） 出席評議員２１名 

     

    

（３）監査の開催 

   ◇第 1回監査  令和４年  ５月２０日（金）   出席監事２名（令和３年度分） 

◇第２回監査  令和４年１１月２８日（月）   出席監事２名 

  

 （４）委員会の開催 

   ◇評議員選任・解任委員会  令和４年 ６月１０日（金）   出席委員 ５名 

                令和５年 ３月２４日（金）   書面による決議 

◇老人福祉センター運営委員会 令和４年  ８月 １日（月）  出席委員 ９名 

    ◇歳末たすけあい配分委員会  令和４年１２月 ７日（水）  出席委員 ８名 

   ◇新庄市善意銀行運営委員会 令和４年１２月 ７日（水）   出席委員 ８名 

  ◇会長表彰選考委員会  令和５年  ２月１５日（水）    出席委員 ４名 

    

 （５）その他 

◇会計訪問指導   令和４年 ５月１３日（金） 髙山税理士 

     令和４年  ９月２９日（木） 髙山税理士 

        令和５年 １月２０日（金） 髙山税理士 

   ◇市監査         令和４年 ９月 ８日（木） 

   ◇社会福祉法人監査    令和４年 ９月２２日（木） 

   ◇介護支援事業所運営指導 令和４年 ７月２７日（水） 

   ◇訪問介護事業所実地指導 令和５年 １月２７日（金） 

 

２．事務局運営事業 

   関係機関及び団体との連携 

   ◇第７２回 山形県民福祉大会 

    令和４年１１月２１日（月）会場：新庄市民文化会館 

    メインテーマ「住民が主体となり 誰もが心豊かに暮らせる 地域福祉の確立」 

    講演 「認知症が私たち家族にくれたギフト」 

講師  映画監督・ノンフィクション作家 信友 直子 氏 

・新庄市をはじめ、民生委員児童委員協議会、関係団体の皆様のご協力をいただき、新型 

コロナウイルス感染予防対策を徹底し、成功裏に大会を終えることができた。 

 

      ①行政(新庄市)との連携   

       ・事業運営に関し、所轄庁としての助言・指導をいただいた。 

・社会福祉協議会事業の情報の共有に努め、市の広報紙等に掲載協力をいただいた。        
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      ・社会福祉協議会運営費、老人福祉センター運営費の補助をいただいた。 

      ・地域包括支援センター運営事業、要介護認定調査、放課後児童健全育成事業(日新・ 

萩野・明倫・新庄)、地域活動組織育成支援事業、敬老会支援事業を委託事業として 

実施した。 

    ・福祉サービス利用援助事業、貸付事業等の制度・サービスの運営における要援護者 

の支援を連携して行なった。 

     

②区長協議会との連携 

       ・社会福祉協議会の協力員として、常に市民の先頭に立ち地域福祉・高齢福祉事業及び共

同募金事業などの普及活動や啓蒙、広報紙の配布、会費･募金の徴収等幅広くご協力を

いただいた。 

 

 ③民生委員児童委員協議会との連携 

       ・社協の各種事業を進めるうえで、ニーズの把握や情報提供にご協力いただいた。 

        ・生活福祉資金貸付事務事業では、低所得者世帯の更生を図るため、指導や意見、対

象世帯の見守りにご協力いただいた。 

       ・歳末たすけあい募金の配分実施では、対象世帯の調査及び配付のご協力をいただいた。 

      

④県社会福祉協議会との連携 

         ・生活福祉資金貸付事業・福祉サービス利用援助事業を委託事業として実施した。 

・社会福祉関連事業を進める上で指導、意見をいただいた。 

   

⑤関係諸団体との連携 

・婦人会、老人クラブ連合会、身体障害者福祉協会、更生保護女性会、交通安全母の

会やその他の関係諸団体と、共同募金活動等、各事業において連携とご協力をいた

だいた。 

 

  （事業効果等） 

各機関、団体のご指導・ご協力により、円滑な社協事業の運営が図られた。 

 

⑥地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に向けた取り組み 

    ・令和２年度に策定した第３期地域福祉計画・第４期地域福祉活動計画の推進状況について、

年次評価（各事業の実施状況の把握、分析、評価等）を行なうため、検討会と推進委員会

を開催した。 

〇検討会の開催 

       ・日時：令和５年３月１５日（水）１５：００～１７：００ 

〇推進委員会の開催 

       ・日時：令和５年３月２２日（水）１４：００～１６：００ 

       

（事業効果等） 

令和２年度に策定した第３期地域福祉計画・第４期地域福祉活動計画における年次評価（各

事業の実施状況の把握、分析、評価等）を行なうことで、検討会及び推進委員会において、令

和４年度の取り組み状況を確認し、計画や数値目標等の見直しを行ない、福祉課題について共

有することが出来た。 
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３．会  費 

   会費の納入に理解を求めるとともに、納入の便宜を図るため金融機関（新庄信用金庫・新庄 

市農協・もがみ中央農協）での振込を促進した。 

また、６月下旬の６日間の期間、市役所内で行なう各種会費等の集中受付に同席し、社協窓口

を設け、納入の簡便化に努めた。 

   集中受付期間 ６月２０日～２９日     期間中社協会費納付地区数 １６６町内 

 

（課題等） 

社協事業への理解や協力を求める為、ホームページや会議の場での情報提供、広報紙による周 

知を行なうことを継続する。 

 

４．実習生の受入れ 

  専門的な知識や実践力の高い人材の育成のため、将来の福祉を担う資格取得を目指す実習生 

 の受入れを行なった。 

 

（事務局） 

【社会福祉士実習】 

東北福祉大学 学生１名  受入れ期間 令和４年８月２６日（金）～９月３０日（金） 

 

（訪問介護事業所） 

【訪問介護実習】 

東北文教大学短期大学部 学生 １名 

受入れ期間 令和４年８月１日（月）～８月 2日（火） 

  

（事業効果等） 

実習生を受け入れることで、将来の福祉を担う専門的な人材が育成されると共に、指導する 

  担当者が専門職としての知識や技術の再確認を行なえた。 

 

５．職員研修 

   各事業所が個々の専門職としての知識・技術を高めるための継続的な研修の他に、社会福祉 

協議会としての危機管理対策や職員育成のための研修を行なった。 

 

〇令和４年度第１回職員研修（兼訪問介護事業所１０月例会） 

日時：令和４年１０月２６日（水）１３時３０分～１４時３０分 

場所：社協３階会議室 

内容：困難事例へのアプローチ～多頭飼育問題の現状と対応について 

講師：最上総合支庁保健福祉環境部保健企画課 浅黄里恵 氏 

参加人数：１５名 

 

 

令和４年度実績額 前年度実績額 前年度比較 対前年比 振込利用件数 

７,６７９,４００円 ７,７３６,１００円 △56,700円 ９９．２７％  １４件 
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〇令和４年度第２回職員研修（兼訪問介護事業所１１月例会） 

日時：令和４年１１月１５日（火）１３時３０分～１５時 

場所：社協３階会議室 

内容：「運動と健康、ストレッチ」実技指導 

講師：健康運動指導士 辻原吉子 氏 

参加人数：１８名 

 

〇令和４年度第３回職員研修 

日時：令和４年１２月６日（火）１３時３０分～１５時 

場所：社協３階会議室 

内容：「交通安全講習会」 

山形県内の事故状況について、危険感受性チェックシート、事例紹介など 

講師：山形県火災共済協同組合 菅野祥生 氏、松田信人 氏 

参加人数：２３名 

 

６.各種表彰該当者の推薦  

   第７２回山形県･県民福祉大会 

    日 時：令和４年１１月２１日（月） 

    場 所：新庄市民文化会館 

    社会福祉の分野で顕著な功績があった方に対し、その功を称え表彰状が贈られた。 

 《山形県共同募金会会長表彰》                （敬称略・順不同） 

  奉仕功労者表彰 ４名 

  大山 悦子  小松 和子  町田 宏  星川 征和 

  地区及び団体表彰 ３団体 

  新庄信用金庫  新庄市農業協同組合  もがみ中央農業協同組合 

                                       

７．福祉教育の推進 

学生からのボランティア活動の相談等を実施し、除雪ボランティアとして協力いただいたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、募金活動や高齢者・児童施設でのボランティア活動は

自粛した。 

小学校の総合的な学習の時間において、福祉について学習する講座を開催し、福祉とは何か、

身近にどんな福祉があるかを学び、児童一人一人が興味関心のある福祉分野について理解を深め

る機会を設けた。 

明倫学園：令和４年 ７月１９日(火) 受講者６年生（６９名) 

明倫学園：令和４年１１月２５日(金) 受講者６年生（２２名） 

 

８．福祉サービス利用援助事業（山形県社会福祉協議会委託事業） 

   認知症の症状や知的障がい、精神障がい等によって必要な福祉サービスを自身の判断で適切 

に選択・利用することが難しい方を対象に、福祉サービスの利用手続きの援助を基本サービス 

として、必要に応じて日常的な金銭管理の支援を行なった。 

 

  基幹的社協分最上管内利用件数 １８件（前年度１７件） 

内、新規契約締結件数 ５件、解約件数 ４件 

  令和４年度相談件数 ２８５件（前年度２６０件） 
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〈最上管内利用件数内訳〉                   

 

（事業効果等） 

福祉サービス等の利用援助やそれに伴う日常的金銭管理を実施することで、利用者が安心し 

て在宅生活を営むことができた。 

 

９．生活福祉資金貸付事業（山形県社会福祉協議会委託事業） 

   低所得者世帯等の経済的自立と教育支援を図るため、貸付を実施した。滞納者に対しては、 

償還指導、相談援助を行なった。 

 

  〈令和４年度貸付内訳〉 

資金種類 件 数 貸付金額 

福祉資金（転居・修繕・葬儀・運転免許） ４件 １,６６９,０００ 円 

緊急小口資金 1件 ４５,０００ 円 

緊急小口資金（特例） １０件 １,９００,０００ 円 

総合支援貸付（特例） ４件 １,８５０,０００ 円 

教育支援資金（就学支度費・教育支援費） ５件 １１,５６７,０００ 円 

合 計 ２４件 １７,０３１,０００ 円 

 

（事業効果等） 

 低所得世帯に対し、資金の貸付や相談支援等を行なうことにより、自活できると認められる世 

帯で、必要な資金を銀行等から借り受けることが困難な世帯に対し、担当民生委員と連携を図り、 

貸付や償還及び生活指導を行なった。 

特例貸付の申請については、令和４年９月末で終了し、令和５年１月から順次償還が始まってい

る。新型コロナウイルス感染の影響で生活状況が改善されていない世帯に対し、償還猶予等の相談

支援を行なった。 

 

１０．地域活動組織育成支援事業（地域ふれあいサロン事業 市委託事業） 

 高齢者が住み慣れた地域で活き活きと過ごすことができるよう、閉じこもり予防や介護予防

を目的とした「地域ふれあいサロン」の活動や運営を支援した。 

    ◇サロン活動の実施状況 

 開催地区 実施回数（回） 参加人数（名） 

１ 下金沢地区 ９ ９２ 

２ 老人福祉センター周辺 １５ １５６ 

３ 泉田地区 ７ ８３ 

４ 本合海地区 ２２ １２９ 

５ 金沢新町 １２ ７２ 

６ あたご地区 ７ ５９ 

７ 本宮一区 １６ １３６ 

８ 泉田桜通り １ ４ 

９ 野際団地 ４ ３０ 

１０ 八向地区 １６ １４８ 

 新庄市 大蔵村 

件数 １８ ０ 
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１１ 西町地区 ３ １４ 

１２ 千門町地区 ２６ ２０１ 

１３ 上西山地区 ９ ６１ 

１４ 下仲町地区 ６ ４３ 

１５ 柏木山 １０ ８０ 

１６ 吉袋地区 １０ １５２ 

１７ 上仲町 ５ ２２ 

１８ 鳥越 ２９ ３２９ 

１９ 栄町 ４３ ４３３ 

２０ 滝の倉 ８ ４４ 

２１ 梨の木 １５ ９５ 

２２ 若葉東 ０ ９４※会報配布のみ 

２３ 小泉 ４６ ４４０ 

２４ 下田町 １５ １０８ 

２５ 上茶屋町 ４０ ３１４ 

２６ 東山 １０ １０３ 

２７ 中の川 ２ ８ 

 合  計 ３８６ ３,４５０ 

 

（事業効果等） 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、解散した地区もあったが、開催回数、参加人数は昨年

度より増えた。 

 

  ◇地域ふれあいサロン交流会 

   地域ふれあいサロン交流会については、人数軽減等、新型コロナウイルス感染拡大予防 

を講じながら開催した。 

日時：令和４年９月２０日（火） 

場所：最上広域交流センター「ゆめりあ」２階会議室 

参加：１１地区のふれあいサロン計２０名 

 

１１．敬老会支援事業（市委託事業） 

    町内会等で開催される敬老会の行事に必要な経費の一部を助成した。 

 開催地区  ９地区 参加者 ６０２人 

 補助金額  １７０,４７６円  

 

 （事業効果等） 

敬老会を支援することで、高齢者福祉の増進に寄与した。新型コロナウイルス感染拡大予防 

のため、記念品の配布のみにとどめる地区が増えた。 
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１２．新庄市善意銀行事業 

    ３０，０００円を限度に生活困窮世帯に貸付を行なった。 

 令和４年度 前 年 度 対前年比（％） 

現

年

度 

払出 
件数 ０件 ０件 ０ 

金額 ０円 ０円 ０ 

貸付 
件数 ３８件 ２６件 １４６.１５ 

金額 ７９７,０００円 ５６２,０００円 １４１.８１ 

未償還 
件数 １８件 ８件 ２２５ 

金額 ３８０,０００円 １４３,０００円 ２６５.７３ 

全

体 
未償還 

件数 ２２件 １３件 １６９.２３ 

金額 ４２７,０００円 ２２６,０００円 １８８.９４ 

  

（事業効果等） 

生活費に不足が生じた世帯の相談に応じ、生活保護費や年金が入るまでに必要な生活費を貸付 

した。また、相談者と一緒に収入と支出を見直すことで、家計に関する助言・指導を行ない、生 

活自立支援センターもがみと共に自立に向けた支援を行なった。 

 

〈参考〉貸付年度別未償還件数 

年度 Ｒ1 Ｒ3 Ｒ4 合 計 

件数 １ ３ １８ ２２ 

                       

◇フードバンクの提供 

  生活自立支援センター、行政等の関係機関と連携し、新庄市内の５３世帯に食品を提供した。 

 (通常３０世帯、歳末時２３世帯) 

 ※歳末たすけあい配分の該当世帯のうち、母子・父子世帯の２３世帯に対し、共立社新庄生協 

からのフードドライブで寄贈いただいた食料品を提供した。 

 

１３．放課後児童健全育成事業（市委託事業） 

 

    市の委託を受け、市内４ヶ所の放課後児童クラブを運営した。 

     日新放課後児童クラブ（松本）     萩野放課後児童クラブ（萩野学園内） 

     新庄放課後児童クラブ（新庄小学校内） 明倫放課後児童クラブ（明倫学園内）   

 

施設 職員数 
年間開所 

日  数 
定員 

利用児童数（名） 

年間利用者数 年度当初 年度末 
１日あたり

利用人数 

１日あたり

利用人数 

(土曜日除く) 

日新 ９名 ２８８日 ９０名 １６,７０５ ８９ ８６ ５８ ６８.１ 

萩野 ４名 ２８８日 ４０名   ７,５３１ ３８ ３８ ２６.１ ３０.７ 

新庄 ４名 ２８８日 ４０名   ７,１８４ ４０ ３８ ２４.９ ２９.５ 

明倫 ５名 ２８２日 ６０名  １０,２９３ ６０ ５４ ３６.５ ４３.１ 



9 
 

 

研修等 職員の資質向上のために以下の研修会に参加及び実施した。 

 

〇第１回最上地区放課後子ども総合プラン指導者研修会(オンライン研修) 

「気になる子への対応と保護者支援」 

期  日：令和４年６月２２日(水)  

場  所：新庄市社会福祉協議会３階会議室 

参加人数：１９名 

〇第２回最上地区放課後子ども総合プラン指導者研修会 

「放課後の子どもの学びと理解」 

期  日：令和４年１１月１日（火） 

場  所：山形県神室少年自然の家 

参加人数：１６名 

 

〇「気になる子への対応と保護者支援」 

講  師：新庄市子育て推進課 養護主任 須貝香央里 氏 

期  日：令和４年７月１２日（火） 

場  所：新庄市社会福祉協議会３階会議室 

参加人数：１９名 

 

〇「発達障がいの疑われる児童への支援と専門機関との繋がり方」(オンライン研修) 

講  師：山形県立こども医療療育センター 

       山形県発達障がい者支援センター 

       発達障がい相談主査 佐藤 緑 氏 

期  日：令和４年１０月６日（木） 

場  所：新庄市社会福祉協議会３階会議室 

参加人数：１８名 

 

〇放課後児童支援員認定資格研修 

日 程：9/2、9/5、9/7～9、9/13～15（８日間） 

場 所：鶴岡市朝暘武道館２階大会議室 

受講者：３名 

日 程：11/2、11/10、11/14、11/24、11/28、11/30、12/1（７日間） 

場 所：山形県総合運動公園２階大会議室 

受講者：３名 

 

 （事業効果等） 

   放課後児童クラブ全体として、擦り傷や打撲等の軽微な怪我の増加やアレルギー体質や服薬 

等、特別な支援が必要な児童が増えてきており、職員の負担が大きい状況となっていた。今年度 

は、各放課後児童クラブに職員を１名増員し、組織体制を強化することで入所児童が安全に生活 

できる環境を整えることができた。 

    

  (課題等)     

日新放課後児童クラブについては、昨年度に屋根の防水シート及び遊戯室床張替等の大規模修

繕を行ない環境整備が改善されたが、利用児童が多いことと、現在の建物は昭和５０年に建てら

れた旧県立新庄農業高校の星芒寮を改修したもので、職員の目が行き届かない場所が多い。建物

自体の老朽化が進んでおり、耐震についても不安があるため、市と協議していく。 
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２０１９年４月から労働基準法が改正され、年休を１０日以上付与する職員については年５日

の年休を取得することが義務となっているが、年休対応の時間制臨時職員が不足しているため、

人手が足りない場合は事務局職員やシルバー人材センターの会員で対応した。 

事務局職員が放課後児童クラブの総務及び会計全般を行なっているが、委託料には事務局職員

1 名分の人件費６５％(各放課後児童クラブより１/４ずつ予算計上)が含まれている。社会福祉

協議会事務局として見合った適正な委託料なのか、事務局職員 1名分の人件費全額を認めてもら

えないのか、市と協議していく。また、放課後児童クラブの職員増により、「法定雇用率達成の

ために雇入れが必要な障害者数が１人」となり、障害者雇用についても市と協議していく。 

 

１４. 連絡調整育成指導事業 

    下記の団体に補助金を交付した。 

団 体 名 内 容 等 金額（円） 

新庄市戦没者遺族会 
戦没者遺族会活動事業への支援 

(市補助金243,000円) 
２４３,０００ 

新庄市民生委員児童委員協議会 調査協力費の交付 ５６,０００ 

新庄市更生保護女性会 青少年非行防止等事業への助成 ４３,０００ 

   

  （事業効果等） 

上記団体の事業推進に支援した。 

 

     

がついている事業は共同募金の配分金で実施している事業です。 

   

 

１５.   企画・広報・情報事業（共同募金配分金事業） 

 （１）広報紙「社協だより」の発行 

   ◇第４８号  令和４年 ７月発行 全戸配布 

      ◇第４９号  令和４年１１月発行 全戸配布 

   ◇第５０号  令和５年 ３月発行   全戸配布 

 

（事業効果等） 

社会福祉協議会の事業内容や福祉情報、地域福祉活動を幅広く掲載し、市民の地域福祉活 

動への関心をより高めるとともに、各種情報の提供を行なった。 

 

（２）ホームページ・フェイスブック・インスタグラムの運営 

（事業効果等） 

 社会福祉協議会の事業や活動について、ホームページ・フェイスブックを媒体とすること 

で、研修会や義援金の案内、ボランティア活動の報告など、よりタイムリーに市民の皆様へ 

情報を発信し、広報を強化することが出来た。 

 また、若い世代への情報発信を強化するため１２月よりインスタグラムの立ち上げ、より 

多くの媒体で情報提供が出来るよう体制を整備した。  
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１６．  助成金事業（共同募金配分金事業） 

   下記の団体との協働を図り、その活動を援助するため負担金等の助成をした。 

事業実施福祉団体 内 容 等 金額（円） 

社会を明るくする運動推進委員会 少年犯罪・非行の防止、更生援助への支援 ２８,０００ 

新庄市身体障害者福祉協会 ストレッチ講習会への支援 ２８,０００ 

新庄建築大工組合 
生活困窮世帯等の住宅環境を整備するための修繕

経費の助成 
３８,１７５ 

  （事業効果等）上記の団体に助成し、事業推進を図った。 

 

１７．  社会福祉協議会表彰等事業（共同募金配分金事業） 

 （１）社会福祉協議会表彰  

期日：令和５年３月３日（金） 場所：新庄市社会福祉協議会３階会議室 

    社会福祉事業に多大な貢献のあった個人・団体に対し、その功を称え表彰を行なった。 

 ◇ 会長表彰受賞者 ２名 

    《一般社会福祉事業関係功労者》 

  工藤宗次郎   （新庄市身体障害者福祉協会役員） 

  西塚ツエ子   （新庄市更生保護女性会会員） 

 ◇ 会長感謝状 ４名、２団体 

    《社会福祉事業協助・奉仕者》 

     天口 初子    押切あき子    佐藤 弘子    渡部 惠司 

     新庄市更生保護女性会    新庄市交通安全母の会 

                                   （敬称略・順不同）                                     

（事業効果等）顕彰により更なる研鑽・貢献が期待できた。 

 

（２）敬老祝い品の贈呈 

    長寿の方々に会長の祝詞を添え、祝い品の贈呈を行ないました。 

      白寿対象者    ３１名 （男   ４名    女  ２７名） 

      米寿対象者   ２６７名 （男 ９７名   女 １７０名） 

   （事業効果等） 

祝い品の贈呈により、長寿の方への尊敬・感謝の想いを示した。 

共同募金配分金を原資として、長年、米寿及び白寿の祝い品の贈呈を行なってき         

たが、対象人数が増加していること、共同募金配分金の収益が減少していること、社会福祉

協議会で実施している共同募金配分金事業の約３３％を占めていることを鑑み、次年度につ

いては事業の見直しを行なう。 

 

新庄社協ホームページＱＲコード→ 
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１８．  心配ごと相談事業（共同募金配分金事業） 

  ◇弁護士相談 新庄ひまわり基金法律事務所  浅沼 敬弁護士                                               

                   毎月第３週木曜日（午後１時３０分～午後４時） 

  ◇一般相談 （社協職員対応） 平日   （午前８時３０分～午後５時１５分） 

相談内容 弁護士相談 相談内容 一般相談 

借金・多重債務 ８ 件 生    計 ５８ 件 

離    婚 ７ 件 高齢者・介護 ４ 件 

遺 言 ・ 相 続 １３ 件 障  が  い ３ 件 

近隣トラブル ３ 件 除     雪 ０ 件 

財産・不動産 １０ 件 新型コロナ関連 ２２ 件 

事     故 ３ 件 そ  の  他 ３０ 件 

労 働 ０ 件   

消 費 者 ０ 件   

苦 情 １ 件   

そ  の  他 ５ 件   

合    計 ５０ 件 合    計 １１７ 件 

 

 （事業効果等） 

弁護士相談において、離婚、相続、借金等の相談に対し、法的な観点から問題解決に向けた助 

言や適切な方向性についてのアドバイスを行なった。 

一般相談では、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、生活困窮に陥っている世帯の相談が 

多く、行政、生活自立支援センターもがみ、民生委員児童委員、山形県社会福祉協議会等と連携し

て、迅速な支援を行なうことができた。 

 

１９．  援護事業（共同募金配分金事業） 

  災害被災者・交通遺児への支援 

   ・市内の火災等の災害に遭われた世帯に対し見舞金等を支給している。 

   ・市環境課のご協力をいただき、小学生から高校生までの交通遺児に激励金を支給している。 

    

 対 象 世 帯 金   額   (円) 

災 害 見 舞 金 ０ ０ 

交通遺児激励金 ０ ０ 

（事業効果等） 

   実績なし。 

 

２０．  児童遊び場整備事業（共同募金配分金事業） 

  地域で管理している児童遊園の遊具の修繕費用や保全に必要な原材料の給付を行なった。 

 

 申請地区数 総事業費（円） 地元負担金（円） 交付金額（円） 

遊具の修繕 ５地区 
３１４,８９６ ３１,５５４ ２８３,３４２ 

長坂、蛇塚・上野、黒沢、柏木山、宮内新町 
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原材料支給等 １４地区 

１９６,４５０ － １９６,４５０ 

赤坂・本宮二区・市野々・横根山・二枚橋・福田・野中 

升形上二区・昭和三・大谷地・往還・清水・黒沢・萩野二 

  

（事業効果等） 

区長と連携し、子ども達が安全に遊べるよう地域の遊び場の保全に協力できた。 

 

２１．  高齢者健康対策振興事業（共同募金配分金事業）  

  会長杯ワナゲ大会の開催 

参加人数の制限、消毒、換気等の新型コロナウイルス感染症予防対策を講じて開催した。  

ワナゲをきっかけにして、高齢者の健康増進と運動能力の開発、仲間づくりにつながった。 

    期日：令和４年９月６日(火) 場所：市体育館 

    参加人数：延７２名 １２チーム 

 

２２．  愛のひと声運動事業（共同募金配分金事業） 

配達日 毎週月・水・金曜日 

利用者 ３１名 延回数  ３,７１９回     

 

（事業効果等） 

市内の乳酸飲料業者と連携し、ひとり暮らしの高齢者を対象に乳酸飲料を配付しながら、 

声がけや安否確認することで、住み慣れた地域での安心した生活を支援することができた。 

 

２３．  高齢者世帯等除雪支援事業（共同募金配分金事業） 

    ボランティアの協力により、他から除雪に係る作業的・金銭的支援を受けられない高齢者

世帯の自宅の玄関前と軒先の除雪を支援した。 

実施回数 ：１７回（１５世帯） 

活動団体数：１１団体４個人 

参加人数 ：ボランティア延べ１２３名、職員延べ１７名 

 

２４.   ボランティア活動推進事業（共同募金配分金事業） 

・ボランティアセンターとして、情報提供や活動場所との調整を行った。 

・ボランティア活動保険の加入業務を行ない、ボランティア団体の把握に努めた。 

(１)ボランティア講座の開催「地域支えあいサポーター講座」 

講義内容：１．「どうして“いま”支えあいが必要なのか？」 

講師 新庄市社会福祉協議会  小野 綾乃 

２．「適齢期に大事な“つながり”」 

講師 新庄市地域包括支援センター 

生活支援コーディネーター  大場 夕希 

３．「近年の消費生活トラブルについて」 

講師 最上消費生活センター  長澤 要一 氏 

日 時：令和４年９月２７日(火) 

場 所：最上広域交流センター「ゆめりあ」２階会議室 

参 加：１０名 
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(２)災害ボランティア 

  置賜地区の豪雨災害によりボランティアセンター運営の協力のため、職員派遣、ボランテ 

ィア活動を行なった。 

   ・職員派遣  場所：川西町   

期日：令和４年８月 ９日(火) ２名 

                  １６日(火) ２名 

                  １８日(木) ２名 

                  １９日(金) １名 

  ・福祉バスを活用してボランティア活動 

         場所：川西町 

         期日：令和４年８月１９日(金) ７名 

   

  市で実施した防災訓練にボランティアセンターの運営として職員参加 

         場  所：升形児童館前 

         期  日：令和４年１０月１６日(日)  

参加人数：５名 

          

(３)ボランティア団体との協働 

・大工ボランティア：新庄建築大工組合のご協力により、低所得高齢者３世帯の老朽化 

した家屋の軽微な修繕を実施した。 

・チョキボラ   ：訪問理美容ボランティアのご協力により、外出困難な高齢者等へ 

理髪することにより、福祉向上を図ることができた。  １８件 

 

２５.   元気・ハツラツ予防体操事業（共同募金配分金事業） 

   高齢者の方々が生きがいを見つけ、いつまでも自分らしく健康で生活ができるよう、運動 

機能の向上を目的として介護予防体操を実施した。 

 

  開催日時・場所：①毎月第１金曜日 １３時～１４時 社会福祉協議会２階 

         ②毎月第２金曜日 １３時～１４時 老人福祉センター第１会議室 

         ③毎月第３金曜日 １３時～１４時 老人福祉センター第１会議室 

   参 加 人 数：３６２名 

  実 施 回 数：２７回（全３３回中、コロナ感染予防対策のため６回中止） 

  講    師：公益社団法人山形県柔道整復師会  

           植木 俊和 氏 （植木接骨院） 

           早坂 耐希 氏 （早坂整骨院） 

           加藤  修 氏 （かとう整骨院） 

（事業効果等） 

  老人福祉センターの参加者が多く室内が密集してしまうため、コロナ感染予防対策として、

第２金曜日の日程を追加し利用者を分散させて予防体操を実施した。 

  また、市内の感染状況に応じて開催を中止としたが、中止期間中は、講師から配布されたテ

キストを活用し、心身が衰えた状態にならないよう自宅でストレッチや筋トレをしていただく

ことで、身体機能を維持することができた。 
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２６.   シニアタブレット教室（共同募金 地域福祉・在宅福祉事業配分） 

シニア世代が趣味活動やコミュニケーションツールの活用を通して生きがいを創出し、 

生活に役立つ情報を得られるようになることを目的に、連続４回にわたるシニアタブレット教

室を開催した。 

  

開催日時：①令和４年１１月 １日（火）９時３０分～１１時３０分 

         ②令和４年１１月 ８日（火）９時３０分～１１時３０分 

         ③令和４年１１月１５日（火）９時３０分～１１時３０分 

④令和４年１１月２２日（火）９時３０分～１１時３０分 

開催場所：新庄市社会福祉協議会 ３階会議室 

参加定員：１０名 

参加人数：延べ３８名 

講師：株式会社メビウス・ネットコム 代表取締役 沼澤聰子氏 

（事業効果等） 

   シニア世代向けに分かりやすくタブレットの基本操作、インターネットやアプリの活用 

など実践的な指導を行い、受講者が情報機器を活用できるようになった。 

平成３０年度から事業を実施してきたが、民間事業者等でタブレットを教えるところが 

増えてきたため、受講者が減少していることから、令和４年度で事業を終了する。 

 

【老人福祉センター運営事業】 

１．老人福祉センター施設管理事業 

   高齢者のふれあい、生きがいづくりの場として、より多くの方々にご利用いただけるよう 

  運営に努めた。 

      

 ◇避難訓練及び防火設備の点検 

避難訓練や非常用ベル等の点検を実施し、利用者の安全確保に努めた。 

  

（１）老人福祉センター利用状況 

 令和４年度 前 年 度 対前年比（％） 

開 館 日 数 ３０３  日 ３０３  日 － 

利

用

者 

延 べ 人 数 ７,１２０  人 ７,０９３  人 １００.３８ 

団  体  数 ８０５ 団体  ７１３ 団体  １１２.９ 

１日の平均利用者数 ２３．５  人 ２３．４  人 １００.４３ 

 

（２）  文化教室別利用状況（社協主催事業 共同募金配分事業） 

文化教室種類 令和４年度（人） 前 年 度（人） 対前年比（％） 

生 け 花 教 室   １１０ １４４ ７６.３９ 

け ん 玉 教 室   １２２   － －    

スポーツ吹矢教室   － １２０ － 

合    計   ２３２   ２６４ ８７.８８ 

   ※けん玉教室については新規事業、スポーツ吹矢教室は前年度で終了。 
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（３）備品等借用 

  市内の団体及び個人に対し、以下の備品の貸し出しを行ないました。 

 

備 品 等 件 数 

車椅子 ２０件 

高齢者疑似体験スーツ ３件 

ワナゲ用具 ２件 

テント(共同募金配分で購入) ０件 

綿菓子製造機 ０件 

ポップコーン製造機 ０件 

 

２．老人福祉センター施設設備事業 

   １階女子トイレ及び２階男子トイレのタイル壁補修工事   １５３,６７０円 

 

(事業効果等) 

  昨年度同様、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、検温、マスク着用、換気対策を徹底し

た。令和５年３月１３日以降についてはマスクの着用を推奨し、カラオケルームの人数制限を解

除した。 

全体的に利用者及び利用団体数については、昨年度と比較してほぼ同じ推移となった。 

(課題等)     

老人福祉センターについては、築後４７年が経過し、全体的に劣化が進んでいる。既に入浴施 

設を休止している状況にあり、耐震診断も行なっておらず、施設を安全かつ快適に利用するには、 

多額の費用を要すると考えられる。建設時に新庄市独自で建設するよりも社会福祉法人等の民間 

団体で建設するほうが日本自転車振興会等からの補助金が受けられるとの理由から、本来、行政 

が建てるべき施設であったが、本会名義で建てられたものである。運営費については、市が全額 

負担するという当時の経緯があったが、平成 13年度までの運営費の市補助率は 90％、平成 17年 

度が 30％、平成 18年度から平成 25年度までは 40％、平成 26年度から令和 4年度までは 70％で 

あった。不足分は社協会費や寄附金、本会の介護保険収入で補填してきたが、介護保険収入の減 

少等により、社協の財政上の負担が大きく、令和６年度からの運営は困難であるため、令和 6年 3 

月末日をもって廃止の方向性で市と協議していく。 

 

【共同募金事業】 

   

山形県共同募金会新庄市共同募金委員会と連携し、区長をはじめ多くの市民・団体等のご協力を

得て募金活動を推進した。 
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１．赤い羽根共同募金 

  〈募金内訳〉 

 令和４年度 （円） 前 年 度 （円） 対前年比（％） 

戸別募金（町内） ３,７７３,７５０ ３,８４４,７００ ９８.１５ 

企業募金 

（会社・商店４８９、個人３） 
１,７５５,４５７ １,７９１,４５５ ９７.９９ 

街頭募金  （６団体） ５０,２０５ ３４,８６３ １４４.０１ 

学校募金（市内１０校） １３２,４６２ １４７,７５５ ８９.６５ 

職域募金（１８ヵ所） ４８,１１８ ５６,９５１ ８４.４９ 

篤志募金（市民有志等） １３０,０８３ １３７,６４７ ９４.５ 

合        計 ５,８９０,０７５ ６,０１３,３７１ ９７.９５ 

※企業募金にご協力いただいた会社・商店については、令和５年３月発行の｢社協だより｣ 

第５０号に掲載した。 

〈配分内容〉 

配 分 先 

〇こども食堂等運営事業(３箇所) 

特定非営利活動法人福祉サポートセンター山形、わたしたちのくらしプロジ

ェクト、特定非営利活動法人オープンハウスこんぺいとう 

〇福祉車両整備事業(２箇所) 

社会福祉法人最上栴檀会双葉荘、特定非営利活動法人すぎのこハウス指定障が

い福祉サービス事業所かねやまハウス 

〇地域福祉事業 

新庄市社会福祉協議会 

社  協 

配分事業 

老人福祉センター文化教室、愛のひと声運動事業、高齢者世帯除雪支援事業、助成金事業、児

童遊び場整備事業、社会福祉協議会会長表彰、白寿・米寿祝い品贈呈、心配ごと相談事業、援

護事業、ボランティア活動推進事業、ワナゲ大会の開催、広報紙の発行、ホームページの運営、

元気・ハツラツ予防体操、シニアタブレット教室 

 （事業効果等）募金の配分金を福祉施設の整備や地域福祉事業に活用し、地域への還元を図った。 

 

  〈参考〉 

街頭募金協力団体 
沼田学区婦人会、新庄市身体障害者福祉協会、新庄市更生保護女性会、 

山形県社会福祉士会最上支部、新庄市交通安全母の会、あじさいウォーキング 

街頭募金活動場所

活動場所提供協力 

ヨークベニマル新庄店、ヨークベニマル新庄下田店、ヤマザワ新庄宮内店、 

マックスバリュ新庄店、ビッグフレック新庄店 

学校募金協力校 
新庄小学校、日新小学校、升形小学校、萩野学園、明倫学園、日新中学校、 

八向中学校、新庄南高等学校、新庄神室産業高等学校、新庄東高等学校 

職場募金 

（募金協力） 
新庄市役所、新庄市体育協会、最上広域市町村圏事務組合 

職場募金 

（募金箱設置協力） 

新庄市役所市民相談室、新庄最上地域シルバー人材センター、もがみ物産館、マック

スバリュ新庄店、よつば調剤薬局宮内店、セブンイレブン新庄新町店、産直まゆの郷、

新庄市身体障害者福祉協会(県立病院売店、合同庁舎売店)、ファミリーマート新庄千

門町店、マルシェゴーノメ新庄店、ＪＡ産直いなふね、㈱柿本商店、ダイユーエイト

㈱新庄西店、新庄市老人福祉センター、新庄市社会福祉協議会 

篤志募金 石山宣助、あじさいウォーキング、匿名９名 

（順不同・敬称略） 
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２．歳末たすけあい募金 

 （１）募金活動 

  〈募金内訳〉 

 令和４年度 （円） 前 年 度  （円） 対前年比（％） 

戸別募金（町内） １,８８１,１５０ １,９１７,４５０ ９８.１１ 

篤志募金（市民有志等） １０,０００ ０ － 

合   計 １,８９１,１５０ １,９１７,４５０ ９８.６３ 

 

(２）歳末たすけあい運動 

    共同募金運動の一環として、市民の皆様からお預かりした歳末たすけあい募金について、 

   新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人達が安心して暮らせるよう配分委員会を開 

催し、効果的に配分した。 

 

〈配分内訳〉 

世 帯 区 分 対象世帯数（世帯） 配分金額（円） 

準 生 活 保 護 世 帯    ７ １２６,０００   

高 齢 者 世 帯 ５３ ９５４,０００   

母 子 ・ 父 子 世 帯 ２３ ４１４,０００   

障 が い 者 世 帯   ６ １０８,０００   

入 院 ・ 入 所 世 帯   １ １８,０００   

そ の 他 困 窮 世 帯   ２ ３６,０００   

合 計 ９２ １,６５６,０００   

  ・配分額 現金１８,０００円×９２世帯＝１,６５６,０００円  

 ・地域福祉活動費として１７９,１５０円  新庄市共同募金委員会事務費として５６,０００円 

  

（事業効果等） 

配分金は民生委員児童委員や関係機関と協力を得て､効率的に調査・配分することができた。 

 

 

【介護等支援事業】 

１．介護支援事業（もみの木介護支援事業所）  介護支援専門員 ５名 

介護を必要とされている方が自宅で適切にサービスを利用できるように、介護支援専門員が心身

の状況や生活環境、本人・家族の希望等に沿って、ケアプランを作成し、医療機関、サービスを提

供する事業所等との連絡・調整を行なった。 

 

 令和４年度 前 年 度 対前年比（％） 

要 介 護 
件数 １,５５８件 １,６２８件 ９５.７ 

収入 ２４,８３８,１００円 ２５,８２１,４５０円 ９６.１９ 

要支援・事業対象 
件数 ４３１件 ５０８件 ８４.８４ 

収入 １,７８９,９４０円 ２,１１６,０２０円 ８４.５９ 
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認 定 調 査 
件数 １５４件 １７０件 ９０.５９ 

収入 ５０８,２００円 ５６１,０００円 ９０.５９ 

合  計 収入 ２７,１３６,２４０円 ２８,４９８,４７０円 ９５.２２ 

 

（課題等） 

・介護支援専門員が６名より５名となり件数や収入は減少しているが、一人当たりの担当件数が

増加した。 

・令和４年度の要介護契約者７３名(前年度６７名)、要支援・事業対象者１４名(前年度２２名)。 

引き続き今年度も本来の居宅介護支援事業である要介護の利用者を増やしていきたい。 

・介護保険施設や小規模多機能型、グループホームなど施設入所しやすい状況であるが、適切な

介助を受けて慣れた自宅で生活できるように支援していく。 

 

２．訪問介護事業（もみの木訪問介護事業所）    介 護 福 祉 士       ６名   

                               ホームヘルパー２級    １３名  

（令和５年３月３１日現在） 

自分や家族だけで日常生活を営むことが難しくなった要介護者に対して、介護福祉士やヘルパー

の資格を持った介護員が自宅に赴き、入浴、排泄、食事等の身体介護、掃除、洗濯、調理等の生活

援助、通院時の外出移動サポート等の日常生活上のお世話を行なうと共に、住み慣れた地域で自立

した生活を送ることができるよう、居宅介護支援事業所等と連携し業務を推進した。 

 令和４年度 前 年 度 対前年比（％） 

訪問介護 

事  業 

件数 ７７３件 ７５３件 １０２.６６ 

収入 ３３,０７８,６４５円 ３４,５１９,４０４円 ９５.８３ 

障害者自立

支援事業 

件数 １２０件 ８９件 １３４.８３ 

収入 ５,６６５,９３７円 ８,５７９,３００円 ６６.０４ 

ひまわり介護

サービス事業 

件数 ８６件 ９０件 ９５.５６ 

収入 ６７３,０７０円 ６７５,１７５円 ９９.６９ 

福祉有償運送

サービス事業 

件数 ２７１件 ９件 ３,０１１.１１ 

収入 ９６,５４０円 ３,０９０円 ３,１２４.２７ 

合  計 収入 ３９,５１４,１９２円 ４３,７７６,９６９円 ９０.２６ 

 （事業効果・課題等） 

・新型コロナウィルスの感染が広がる中、介護職員による消毒、換気などの基本的な感染対策  

と定期的な抗原検査により感染を予防し、訪問介護事業を継続することが出来た。 

・訪問介護事業は、毎年、収入額が減少しており、減収をいかに抑えるかが課題となっていた。

その対策として、新規ケース受付体制と苦情対応に関する管理を見直し、他事業所への営業活動

を強化したことで訪問件数は微増となった。今後は収入増に結びつけていきたい。 

・より多くの介護職員が、介護知識や介護技術を学べるよう、月例会における研修を月３回実 

施し、職員の資質向上を図った。研修会の内容は、ＳＮＳ（フェイスブック、インスタグラム） 

へ画像・動画投稿することで、もみの木訪問介護事業所の広報に繋げた。 

・福祉有償運送サービス事業は、サービス提供体制の整備、有償運送運転資格者の育成、車椅 
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子を積載できる福祉車両の導入により、対前年比３１２４．２７％の増加となった。今後も訪 

問介護との一体的なサービス提供で包括的に在宅生活を支援すると共に、訪問介護利用のきっ 

かけとなるようケアマネジャーなどへ周知を図っていく。 

・介護職員処遇加算、ベースアップ加算（介護・障害）の要件を取得できるよう事業所の体制 

を整備し、利用者に直接介護サービスを提供する介護職員の処遇改善を図ることにより、介護 

職員の離職の防止に繋げた。 

 

 

【地域包括支援センター運営事業】 

 

１．地域包括支援センター事業     主任介護支援専門員２名、保健師１名、社会福祉士４名 、 

生活支援コーディネーター１名、事務員１名、 

認知症地域支援推進員１名(保健師１名が兼務) 

〇総合相談事業 

①総合相談 

高齢者等に関する様々な相談を受け止め、包括の専門職が連携し、適切な制度やサービス、関係

機関に繋げ、継続的に支援することができた。また、地域の関係機関や事業所、民生委員等の関係

者とのネットワークを構築できた。 

総合相談事業 令和４年度 前年度 対前年比（％） 

相 談 件 数  
総 合 相 談 ８，３６７件 ８，０２５件 １０４.２６ 

内 介 護 相 談 ２，０８６件 ２，２５７件 ９２.４２ 

   

 ②地域におけるネットワーク構築 

 ・県立新庄病院入退院支援研修会（6月 28日）：包括業務や介護保険制度の説明、事例検討等 

  ・新庄市第４区民生委員児童委員協議会（7月 13日）：包括業務や介護保険制度の説明等 

  ・地域介護力向上サポート（青年会議所主催の市民セミナー）（10月 15日）：助言者として参加 

 

〇権利擁護事業 

  複合的な課題を抱え、介護サービスだけでは課題解決できない世帯や適切な制度やサービスに 

繋がらない困難な状況にある世帯が尊厳のある生活ができるよう、専門的・継続的な視点からの支 

援を実施した。高齢者虐待、成年後見制度、消費者被害、経済的困窮等の相談に対しては、行政、 

サービス事業所、民生委員、医療機関、生活自立支援センター等の関係者と連携して対応した。 

 

〇包括的・継続的ケアマネジメント 

①介護支援専門員資質向上連絡会の開催 

介護支援専門員の実践力向上やネットワーク構築のための研修会、情報交換会を開催した。 

場所：新庄市社会福祉協議会  開催回数：６回（オンライン） 参加延人数：１４４名 
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＜内容＞ 

第１回：通いの場について   

第 2回：障がい福祉サービスと介護保険サービスの関連性 

第 3回：高齢者虐待防止法につい   

第 4回：在宅医療とケアマネジメントについて 

第 5回：失語症について（適切なアセスメントのためのコミュニケーション方法） 

第 6回：今年度を振り返る座談会と来年度の企画 

 

②介護支援専門員への個別援助 

 介護支援専門員へ必要に応じて同行訪問等のサポートを実施した。困難事例については、 

同行訪問や関係機関との連携を支援した。  

・相談件数：６５件   

 

〇自立支援型新庄市地域ケア会議の開催 

 居宅介護支援事業所より支援している事例を提供いただき、多専門職種が協働し、個別ケース 

の課題や支援内容を検討し、課題解決を支援した。外部助言者からの専門的な助言を受け、自立 

支援につながるケアマネジメントの実践力向上や関係者間のネットワーク構築を図った。 

  

開催回数：１２回（第３水曜日）  検討ケース：２７ケース  参加者：２３４名 

 参 加 者：新庄市、包括、居宅介護支援事業所、サービス事業所、外部助言者（薬剤師、 

管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、主任介護支援専門員） 

 

〇研修会・イベント等の開催 

①市民向け成年後見制度研修会 

    成年後見制度制度についての周知を図り、正しい知識を身に付けてもらうことを目的に、 

Ｑ＆Ａ形式で制度の疑問を解消するなど、分かりやすい内容で開催した。 

・日  時：令和５年２月２２日（水）１４時～１５時３０分  

 ・場  所：ゆめりあ会議室   

・参加人数：１５名   

・講  師：新庄ひまわり基金法律事務所 浅沼 敬 氏 

  ②認知症サポーター養成講座 

    認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を温かい目で見守り支える認知症サ 

ポーターを養成した。 

・対象：郵便局員（オンライン）、一般市民（ゆめりあ会議室）  

・開催回数：２回    

・養成人数：４１名  ※令和４年度はコロナ感染拡大の影響で小中学校の開催は無し。 
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   ③認知症サポータースキルアップ研修会 

    認知症サポーター養成講座を修了した方を対象に、認知症についての知識を深め、地域で 

認知症の人やその家族を支援するために必要な知識を身に付けるための講座を開催した。 

   ・日  時：令和５年３月９日（木）１４時～１５時３０分   

・場  所：ゆめりあ会議室  

・講  師：PFCJAPANCLINIC新庄（健康長寿医療センター長）山口 智 氏   

・参加人数：１８名 

・テ ー マ：認知症についての理解を深める(病気について医学的な立場からの専門的な講義） 

 

   ④オレンジカフェ（認知症カフェ） 

    気軽な雰囲気で認知症について学んだり、ミニ講話やレクリエーションを行いながら交流 

   できる場所として開催した。 

   ・場所 ひと休みいっぷく  開催回数：１２回、参加人数：１０６名 

       社会福祉協議会 2階 開催回数： ３回、参加人数： ３５名 

 

⑤いきいき百歳体操（筋力運動）・かみかみ百歳体操（口腔体操） 

   高齢者の社会参加と健康寿命の延伸を目的として、通いの場の立ち上げ支援を実施した。 

     ※萩野地区公民館における通いの場として、令和 5年１月 12日から百歳体操を開始した。 

№ 開 催 場 所 開 催 日（曜日） 開催回数（回） 参加延べ人数（名） 

１ 老人福祉センター 毎週 月・木    ９２   ８６８ 

２ 新庄市体育館 毎週 月・木    ８６    ９１３ 

３ 萩野地区公民館 毎週 木 １０ １２５ 

計 １８８ １，９０６ 

 

⑥オレンジ市場の開催 

 新たな取り組みとして、「元気ハツラツ予防体操」、「障がい者サービス事業所の物品販売」、「包 

括センターのオレンジカフェ（認知症カフェ）」を一体的に開催する「オレンジ市場」を社協の 

２階で試験的に開催した。好評につき、来年度も開催していく方向性となった。 

 

 ⑦社会資源調査 

   新庄市内の社会資源（介護保険外の移送サービス、配食サービス等）を調査した。調査結果 

を冊子化し、各居宅介護支援事業所へ提供し、相談支援の際に有効に活用していただいた。 

（事業効果等） 

 保健師１名が産休となり、募集をしたが応募がなく、１名減の状態で事業を実施した。今後は、

保健師の確保が課題であり、新庄市からの出向など行政からのバックアップが必要である。人材不

足であったが、三専門職（社会福祉士、保健師、主任介護支援専門員）が各専門性を活かし、関係

機関と連携し、包括的な相談支援を実施できた。複合的な課題を抱えた困難事例に対しても各専門

職が意見を出し合って対応できた。また、コロナ禍ではあったが、研修会やイベントを通常通り開

催できた。今年度は、新たにオレンジ市場の開催や社会資源（介護保険外サービス）を冊子化する

ことができた。 
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２．介護予防支援事業（もみの木介護予防支援事業所）  

   介護保険における要支援者及び介護予防・日常生活総合事業における事業対象者に対して、 

  心身の状況や置かれている環境に応じた適切なケアマネジメントを実施し、介護予防サービス 

の利用を支援した。 

介護予防ケアマネジメント 令和４年度 前年度 対前年比（％） 

総  件  数 ４,４３４件 ４,４２４件 １００.２３ 

  内センター作

成分 
１,３６５件 １,２９１件 １０５.７３ 

委 託 件 数 ３,０６９件 ３,１３３件 ９７.９６ 

収 入 金 額 ２０,２３３,６８０円 ２０,１１８,３００円 １００.５７ 

委託費支出金額 １２,７４４,８２０円 １２,９１３,４５０円 ９８.６９ 

  

（事業効果等） 

   職員１名減の状態であったため、業務にかかる負担が大きかったが、全体のケアマネジメン 

ト件数は、昨年度と同等の作成件数を維持できた。居宅介護支援事業所に委託するケースが多く、 

委託可能な事業所の選定や連絡調整に苦労したが、適正なケアマネジメントとなるよう、各事業 

所へ適切な指導を行なうことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


